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ピ

ン

ほ
け

感

覚

で

山
中

を
奥

深

く

入

っ
て
い

く
。

谷筋を伝い、尾根道 を登 る。

息が荒 くな り、

汗が吹 き出 して くる。

しば らく我慢 して いる

と、 山を歩 くことに

慣れ、身体が 山と

一体 になって くる

よ うに感 じて くる。

何 を求 めるで もないが、 何か向こ う

か ら立 ち現 われて くる
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予感を持続させながら歩き進める。

だ いぶ歩 いてきたが、

いつまで経 って も、

なん ら明確 な輪郭が

結ばれてこない。

見

え
な

い

も

の
を

見

る

北
辻

稔

…

…

ピ

ン
ぼ

け
山

歩

動
大
阪
都
市
協
会

しか し、身体 は軽 く、

爽快 な気分 なので ある。

そ ういえば、歩 いてい る間、

始終、鳥 の声が

山中に響 き渡 って いたよ うだ。
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